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1.  平成22年3月期第2四半期（中間期）の連結業績（平成21年4月1日～平成21年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

（注１）「自己資本比率」は［中間期末（期末）純資産の部合計－中間期末（期末）少数株主持分]を中間期末（期末）資産の部の合計で除して算出しておりま
す。 
（注２）「連結自己資本比率（国内基準）」は、「銀行法第14条の２の規定に基づき、銀行がその保有する資産等に照らし自己資本の充実の状況が適当であ
るかどうかを判断するための基準（平成18年金融庁告示第19号）」に基づき算出しております。  

(1) 連結経営成績 （％表示は対前年中間期増減率）

経常収益 経常利益 中間純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

21年9月中間期 13,132 △8.6 1,323 △22.5 927 △21.4
20年9月中間期 14,373 5.9 1,708 △42.4 1,181 △10.7

1株当たり中間純利益
潜在株式調整後1株当たり中間純

利益
円 銭 円 銭

21年9月中間期 9.31 ―
20年9月中間期 11.85 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
連結自己資本比率

（国内基準）
百万円 百万円 ％ 円 銭 ％

21年9月中間期 1,276,576 60,490 4.7 604.61 11.68
21年3月期 1,258,331 54,553 4.3 545.11 11.40

（参考） 自己資本   21年9月中間期  60,240百万円 21年3月期  54,314百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  無   

1株当たり配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

21年3月期 ― 2.50 ― 2.50 5.00
22年3月期 ― 2.50
22年3月期 

（予想）
― 2.50 5.00

3.  平成22年3月期の連結業績予想（平成21年4月1日～平成22年3月31日） 
（％表示は対前期増減率）

（注）連結業績予想数値の当四半期における修正の有無  有   

経常収益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期純利

益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 25,500 △9.2 2,310 372.3 1,070 △3.8 10.73

－1－



4.  その他 
(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  無  

(2) 中間連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更(中間連結財務諸表作成のための基本となる重要な事
項の変更に記載されるもの) 

(3) 発行済株式数（普通株式） 

① 会計基準等の改正に伴う変更 無
② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 21年9月中間期 100,014,000株 21年3月期  100,014,000株
② 期末自己株式数 21年9月中間期  380,239株 21年3月期  374,878株
③ 期中平均株式数（中間期） 21年9月中間期  99,636,528株 20年9月中間期  99,653,864株

（個別業績の概要） 

1.  平成22年3月期第2四半期（中間期）の個別業績（平成21年4月1日～平成21年9月30日） 

 

(2) 個別財政状態 

（注１）「自己資本比率」は中間期末（期末）純資産の部合計を中間期末（期末）資産の部の合計で除して算出しております。 
（注２）「単体自己資本比率（国内基準）」は、「銀行法第14条の２の規定に基づき、銀行がその保有する資産等に照らし自己資本の充実の状況が適当であ
るかどうかを判断するための基準（平成18年金融庁告示第19号）」に基づき算出しております。  

(1) 個別経営成績 （％表示は対前年中間期増減率）

経常収益 経常利益 中間純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

21年9月中間期 12,955 △8.8 1,280 △24.6 906 △23.3
20年9月中間期 14,212 6.1 1,700 △41.2 1,181 △9.5

1株当たり中間純利益
円 銭

21年9月中間期 9.09
20年9月中間期 11.86

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
単体自己資本比率

（国内基準）
百万円 百万円 ％ 円 銭 ％

21年9月中間期 1,275,816 60,103 4.7 603.24 11.69
21年3月期 1,257,597 54,198 4.3 543.95 11.41

（参考） 自己資本 21年9月中間期  60,103百万円 21年3月期  54,198百万円

2.  平成22年3月期の個別業績予想（平成21年4月1日～平成22年3月31日） 
（％表示は対前期増減率）

（注）個別業績予想数値の当四半期における修正の有無  有  

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
１．平成22年３月期の通期業績予想につきましては、平成21年５月15日の決算短信発表時に公表いたしました連結及び個別業績予想の数値を修正いたし
ました。なお、通期業績予想数値の修正に関する事項は、添付資料の３ページ【定性的情報・財務諸表等】３．連結業績予想に対する定性的情報をご参照
ください。 
２．当行は、特定事業会社（企業内容等の開示に関する内閣府令第17条の15第２項に規定する事業を行う会社）に該当するため、第２四半期会計期間に
ついては、中間連結財務諸表および中間財務諸表を作成しております。 
３．本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当行が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいてお
り、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。 

経常収益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期純

利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 25,180 △9.3 2,290 337.0 1,060 △8.6 10.63

－2－



  当第２四半期連結会計期間におけるわが国の経済を顧みますと、アジア向けを中心とした輸出の増加や政府の経

済対策による押上げ効果もあり、個人消費を中心に一部持ち直しの動きがみられたものの、企業収益の大幅な減少

による雇用情勢の悪化や設備投資の減少など、景気は厳しい状況が続きました。  

  当行グループの主たる営業基盤である新潟県の経済につきましては、トキめき新潟国体の開催等による観光面で

のプラス効果のほか、輸出や生産の持ち直し、公共投資の増加の一方で、厳しい企業収益と雇用情勢の悪化を背景

に個人消費が力強さに欠けるなど、県内景気は低水準で推移しました。 

 このような経済状況のもとで、当行グループの当中間連結会計期間の連結経営成績につきましては、連結経常利

益は、有価証券利回り上昇による運用益の増加や国債等債券損益尻（利益）の増加による増益要因があったもの

の、預貸差利益の減少等により資金利益が減少したことや、大口取引先への金融支援に伴う債権放棄損失等により

貸倒償却引当費用が増加したこと、また貸倒引当金については戻入超過となり、これを経常損益から貸倒引当金戻

入益として特別利益に計上したこと等により前年同期比３億85百万円減少の13億23百万円となりました。 

 連結中間純利益については、過年度法人税等を含めた税金費用の増加等により前年同期比２億54百万円減少の９

億27百万円となりました。  

  

  当中間連結会計期間末における連結財政状態につきましては、総資産１兆2,765億76百万円（前年度末比182億45

百万円増加）、純資産は604億90百万円（前年度末比59億37百万円増加）となりました。主要科目につきましては、

貸出金8,416億円（前年度末比53億46百万円減少）、有価証券3,460億65百万円（前年度末比187億36百万円増加）、

預金１兆1,862億円（前年度末比131億42百万円増加）となりました。   

  

 連結の通期の業績予想につきましては、平成21年５月15日公表の業績予想に対し、経常収益は、貸出金利息等の

減少見込みから２億60百万円減収の255億円を見込んでいます。経常利益は、資金調達費用等の減少見込みから１億

70百万円減益の23億10百万円を見込んでいます。当期純利益は、償却債権取立益の増加が見込まれますが、上記の

減益要因や過年度法人税等を含めた税金費用の増加があること等から４億50百万円減益の10億70百万円を見込んで

います。 

  

  単体の通期の業績予想につきましては、平成21年５月15日公表の業績予想に対し、経常収益は、貸出金利息等の

減少見込みから２億40百万円減収の251億80百万円を見込んでいます。経常利益は、資金調達費用等の減少見込みか

ら１億70百万円減益の22億90百万円を見込んでいます。当期純利益は、償却債権取立益の増加が見込まれますが、

上記の減益要因や過年度法人税等を含めた税金費用の増加があること等から４億40百万円減益の10億60百万円を見

込んでいます。 

  

 該当事項はありません。  

  

 該当事項はありません。  

定性的情報・財務諸表等

１．連結経営成績に関する定性的情報

２．連結財政状態に関する定性的情報

３．連結業績予想に関する定性的情報

４．その他

（１）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）

（２）中間連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更
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５．中間連結財務諸表 
（１）中間連結貸借対照表 

（単位：百万円）

当中間連結会計期間末 
(平成21年９月30日) 

前連結会計年度の要約 
連結貸借対照表 

(平成21年３月31日) 

資産の部   

現金預け金 42,799 30,285

コールローン及び買入手形 20,000 25,000

買入金銭債権 9 52

商品有価証券 53 55

金銭の信託 3,000 3,000

有価証券 346,065 327,329

貸出金 841,600 846,946

外国為替 3,727 4,079

その他資産 4,705 4,628

有形固定資産 14,296 14,329

無形固定資産 1,000 1,213

繰延税金資産 5,948 9,446

支払承諾見返 3,434 2,907

貸倒引当金 △10,064 △10,941

資産の部合計 1,276,576 1,258,331

負債の部   

預金 1,186,200 1,173,058

コールマネー及び売渡手形 902 982

借用金 2,000 2,000

外国為替 2 0

社債 8,000 8,000

その他負債 5,878 7,251

賞与引当金 853 739

役員賞与引当金 18 27

退職給付引当金 5,290 5,327

役員退職慰労引当金 217 198

睡眠預金払戻損失引当金 199 198

利息返還損失引当金 20 31

偶発損失引当金 609 591

再評価に係る繰延税金負債 2,458 2,463

支払承諾 3,434 2,907

負債の部合計 1,216,086 1,203,778

純資産の部   

資本金 10,000 10,000

資本剰余金 8,208 8,208

利益剰余金 37,108 36,422

自己株式 △123 △122

株主資本合計 55,193 54,509

その他有価証券評価差額金 2,819 △2,428

土地再評価差額金 2,226 2,233

評価・換算差額等合計 5,046 △194

少数株主持分 249 239

純資産の部合計 60,490 54,553

負債及び純資産の部合計 1,276,576 1,258,331
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（２）中間連結損益計算書 

（単位：百万円）

前中間連結会計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年９月30日) 

当中間連結会計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

経常収益 14,373 13,132

資金運用収益 11,914 11,385

（うち貸出金利息） 9,590 9,032

（うち有価証券利息配当金） 2,177 2,294

役務取引等収益 1,103 995

その他業務収益 60 343

その他経常収益 1,293 408

経常費用 12,664 11,809

資金調達費用 1,970 1,503

（うち預金利息） 1,847 1,392

役務取引等費用 831 755

その他業務費用 629 0

営業経費 7,398 7,569

その他経常費用 1,834 1,980

経常利益 1,708 1,323

特別利益 171 542

固定資産処分益 19 3

貸倒引当金戻入益 － 433

償却債権取立益 151 93

その他の特別利益 － 11

特別損失 42 65

固定資産処分損 42 36

減損損失 － 29

税金等調整前中間純利益 1,836 1,799

法人税、住民税及び事業税 1,058 277

過年度法人税等 － 607

法人税等調整額 △407 △23

法人税等合計 650 860

少数株主利益 4 11

中間純利益 1,181 927
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（３）中間連結株主資本等変動計算書 

（単位：百万円）

前中間連結会計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年９月30日) 

当中間連結会計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

株主資本   

資本金   

前期末残高 10,000 10,000

当中間期変動額   

当中間期変動額合計 － －

当中間期末残高 10,000 10,000

資本剰余金   

前期末残高 8,208 8,208

当中間期変動額   

自己株式の処分 △0 △0

自己株式処分差損の振替 0 0

当中間期変動額合計 － －

当中間期末残高 8,208 8,208

利益剰余金   

前期末残高 35,850 36,422

当中間期変動額   

剰余金の配当 △298 △249

中間純利益 1,181 927

自己株式処分差損の振替 △0 △0

土地再評価差額金の取崩 － 6

当中間期変動額合計 882 685

当中間期末残高 36,732 37,108

自己株式   

前期末残高 △118 △122

当中間期変動額   

自己株式の取得 △2 △1

自己株式の処分 0 0

当中間期変動額合計 △2 △1

当中間期末残高 △120 △123

株主資本合計   

前期末残高 53,940 54,509

当中間期変動額   

剰余金の配当 △298 △249

中間純利益 1,181 927

自己株式の取得 △2 △1

自己株式の処分 0 0

自己株式処分差損の振替 － －

土地再評価差額金の取崩 － 6

当中間期変動額合計 879 684

当中間期末残高 54,820 55,193
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（単位：百万円）

前中間連結会計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年９月30日) 

当中間連結会計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金   

前期末残高 528 △2,428

当中間期変動額   

株主資本以外の項目の当中間期変動額（純
額）

△973 5,248

当中間期変動額合計 △973 5,248

当中間期末残高 △445 2,819

土地再評価差額金   

前期末残高 2,241 2,233

当中間期変動額   

土地再評価差額金の取崩 － △6

当中間期変動額合計 － △6

当中間期末残高 2,241 2,226

評価・換算差額等合計   

前期末残高 2,770 △194

当中間期変動額   

土地再評価差額金の取崩 － △6

株主資本以外の項目の当中間期変動額（純
額）

△973 5,248

当中間期変動額合計 △973 5,241

当中間期末残高 1,796 5,046

少数株主持分   

前期末残高 234 239

当中間期変動額   

株主資本以外の項目の当中間期変動額（純
額）

3 10

当中間期変動額合計 3 10

当中間期末残高 238 249

純資産合計   

前期末残高 56,945 54,553

当中間期変動額   

剰余金の配当 △298 △249

中間純利益 1,181 927

自己株式の取得 △2 △1

自己株式の処分 0 0

自己株式処分差損の振替 － －

土地再評価差額金の取崩 － －

株主資本以外の項目の当中間期変動額（純
額）

△970 5,258

当中間期変動額合計 △90 5,936

当中間期末残高 56,854 60,490
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（４）中間連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：百万円）

前中間連結会計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年９月30日) 

当中間連結会計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前中間純利益 1,836 1,799

減価償却費 508 535

減損損失 － 29

持分法による投資損益（△は益） △0 △18

貸倒引当金の増減（△） △1,253 △877

賞与引当金の増減額（△は減少） 128 113

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △14 △9

退職給付引当金の増減額（△は減少） △81 △37

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △22 19

睡眠預金払戻損失引当金の増減（△） △6 1

利息返還損失引当金の増減額（△は減少） － △11

偶発損失引当金の増減（△） 568 18

資金運用収益 △11,914 △11,385

資金調達費用 1,970 1,503

金銭の信託の運用損益（△は運用益） △299 △13

有価証券関係損益（△） 76 △211

為替差損益（△は益） △2 △6

固定資産処分損益（△は益） 22 32

貸出金の純増（△）減 △6,442 5,345

預金の純増減（△） 5,931 13,142

コールローン等の純増（△）減 10,009 5,042

コールマネー等の純増減（△） △166 △80

商品有価証券の純増（△）減 △16 1

外国為替（資産）の純増（△）減 145 351

外国為替（負債）の純増減（△） △6 1

資金運用による収入 11,778 11,326

資金調達による支出 △1,679 △1,683

その他 △466 △237

小計 10,605 24,693

法人税等の支払額 △809 △377

営業活動によるキャッシュ・フロー 9,796 24,315
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（単位：百万円）

前中間連結会計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年９月30日) 

当中間連結会計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有価証券の取得による支出 △170,508 △101,625

有価証券の売却による収入 15,116 22,248

有価証券の償還による収入 140,938 68,107

有形固定資産の取得による支出 △237 △167

有形固定資産の売却による収入 85 14

無形固定資産の取得による支出 △70 △25

その他 0 0

投資活動によるキャッシュ・フロー △14,674 △11,448

財務活動によるキャッシュ・フロー   

リース債務の返済による支出 △60 △102

配当金の支払額 △298 △249

少数株主への配当金の支払額 △1 △1

自己株式の取得による支出 △2 △1

自己株式の売却による収入 0 0

財務活動によるキャッシュ・フロー △362 △353

現金及び現金同等物に係る換算差額 － －

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △5,241 12,513

現金及び現金同等物の期首残高 27,133 30,285

現金及び現金同等物の中間期末残高 21,892 42,799
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 該当事項はありません。 

  

前中間連結会計期間（自平成20年４月１日 至平成20年９月30日）及び当中間連結会計期間（自平成21年４

月１日 至平成21年９月30日） 

  銀行事業の経常収益及び経常利益の金額は、全セグメントの経常収益の合計及び経常利益の金額の合計額

に占める割合がいずれも90％超であるため、事業の種類別セグメント情報の記載を省略しております。 

  

  

前中間連結会計期間（自平成20年４月１日 至平成20年９月30日）及び当中間連結会計期間（自平成21年４

月１日 至平成21年９月30日） 

在外子会社及び在外支店がないため、該当事項はありません。 

  

  

  前中間連結会計期間（自平成20年４月１日 至平成20年９月30日）及び当中間連結会計期間（自平成21年４

月１日 至平成21年９月30日） 

  国際業務経常収益が、連結経常収益の10%未満のため、国際業務経常収益の記載を省略しております。 

  

（５）継続企業の前提に関する注記

（６）セグメント情報

〔事業の種類別セグメント情報〕

〔所在地別セグメント情報〕

〔国際業務経常収益〕
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６．中間財務諸表 
（１）中間貸借対照表 

（単位：百万円）

当中間会計期間末 
(平成21年９月30日) 

前事業年度の要約 
貸借対照表 

(平成21年３月31日) 

資産の部   

現金預け金 42,798 30,285

コールローン 20,000 25,000

買入金銭債権 9 52

商品有価証券 53 55

金銭の信託 3,000 3,000

有価証券 346,004 327,283

貸出金 841,719 847,110

外国為替 3,727 4,079

その他資産 3,716 3,611

有形固定資産 14,294 14,327

無形固定資産 985 1,197

繰延税金資産 5,825 9,330

支払承諾見返 3,434 2,907

貸倒引当金 △9,754 △10,641

資産の部合計 1,275,816 1,257,597

負債の部   

預金 1,186,232 1,173,092

コールマネー 902 982

借用金 2,000 2,000

外国為替 2 0

社債 8,000 8,000

その他負債 5,514 6,888

未払法人税等 881 386

リース債務 724 632

その他の負債 3,908 5,869

賞与引当金 847 735

役員賞与引当金 18 27

退職給付引当金 5,275 5,313

役員退職慰労引当金 217 198

睡眠預金払戻損失引当金 199 198

偶発損失引当金 609 591

再評価に係る繰延税金負債 2,458 2,463

支払承諾 3,434 2,907

負債の部合計 1,215,713 1,203,398

純資産の部   

資本金 10,000 10,000

資本剰余金 8,208 8,208

資本準備金 8,208 8,208

利益剰余金 36,971 36,307

利益準備金 1,791 1,791

その他利益剰余金 35,180 34,516

別途積立金 21,000 21,000

繰越利益剰余金 14,180 13,516

自己株式 △123 △122

株主資本合計 55,056 54,393

その他有価証券評価差額金 2,819 △2,428

土地再評価差額金 2,226 2,233

評価・換算差額等合計 5,046 △194

純資産の部合計 60,103 54,198

負債及び純資産の部合計 1,275,816 1,257,597
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（２）中間損益計算書 

（単位：百万円）

前中間会計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年９月30日) 

当中間会計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

経常収益 14,212 12,955

資金運用収益 11,851 11,331

（うち貸出金利息） 9,526 8,975

（うち有価証券利息配当金） 2,179 2,298

役務取引等収益 1,039 930

その他業務収益 27 303

その他経常収益 1,293 390

経常費用 12,511 11,674

資金調達費用 1,970 1,503

（うち預金利息） 1,847 1,392

役務取引等費用 798 727

その他業務費用 628 －

営業経費 7,337 7,512

その他経常費用 1,777 1,930

経常利益 1,700 1,280

特別利益 171 540

特別損失 42 65

税引前中間純利益 1,829 1,755

法人税、住民税及び事業税 1,044 258

過年度法人税等 － 607

法人税等調整額 △397 △16

法人税等合計 647 848

中間純利益 1,181 906
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（３）中間株主資本等変動計算書 

（単位：百万円）

前中間会計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年９月30日) 

当中間会計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

株主資本   

資本金   

前期末残高 10,000 10,000

当中間期変動額   

当中間期変動額合計 － －

当中間期末残高 10,000 10,000

資本剰余金   

資本準備金   

前期末残高 8,208 8,208

当中間期変動額   

当中間期変動額合計 － －

当中間期末残高 8,208 8,208

その他資本剰余金   

前期末残高 －  

当中間期変動額   

自己株式の処分 △0 △0

自己株式処分差損の振替 0 0

当中間期変動額合計 － －

資本剰余金合計   

前期末残高 8,208 8,208

当中間期変動額   

自己株式の処分 △0 △0

自己株式処分差損の振替 0 0

当中間期変動額合計 － －

当中間期末残高 8,208 8,208

利益剰余金   

利益準備金   

前期末残高 1,791 1,791

当中間期変動額   

当中間期変動額合計 － －

当中間期末残高 1,791 1,791

その他利益剰余金   

別途積立金   

前期末残高 21,000 21,000

当中間期変動額   

当中間期変動額合計 － －

当中間期末残高 21,000 21,000

繰越利益剰余金   

前期末残高 12,895 13,516

当中間期変動額   

剰余金の配当 △298 △249

中間純利益 1,181 906

自己株式処分差損の振替 △0 △0

土地再評価差額金の取崩 － 6

当中間期変動額合計 882 664

当中間期末残高 13,778 14,180
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（単位：百万円）

前中間会計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年９月30日) 

当中間会計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

利益剰余金合計   

前期末残高 35,686 36,307

当中間期変動額   

剰余金の配当 △298 △249

中間純利益 1,181 906

自己株式処分差損の振替 △0 △0

土地再評価差額金の取崩 － 6

当中間期変動額合計 882 664

当中間期末残高 36,569 36,971

自己株式   

前期末残高 △118 △122

当中間期変動額   

自己株式の取得 △2 △1

自己株式の処分 0 0

当中間期変動額合計 △2 △1

当中間期末残高 △120 △123

株主資本合計   

前期末残高 53,777 54,393

当中間期変動額   

剰余金の配当 △298 △249

中間純利益 1,181 906

自己株式の取得 △2 △1

自己株式の処分 0 0

自己株式処分差損の振替 － －

土地再評価差額金の取崩 － 6

当中間期変動額合計 880 663

当中間期末残高 54,657 55,056

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金   

前期末残高 528 △2,428

当中間期変動額   

株主資本以外の項目の当中間期変動額（純
額）

△973 5,248

当中間期変動額合計 △973 5,248

当中間期末残高 △445 2,819

土地再評価差額金   

前期末残高 2,241 2,233

当中間期変動額   

土地再評価差額金の取崩 － △6

当中間期変動額合計 － △6

当中間期末残高 2,241 2,226

評価・換算差額等合計   

前期末残高 2,770 △194

当中間期変動額   

土地再評価差額金の取崩 － △6

株主資本以外の項目の当中間期変動額（純
額）

△973 5,248

当中間期変動額合計 △973 5,241

当中間期末残高 1,796 5,046
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（単位：百万円）

前中間会計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年９月30日) 

当中間会計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

純資産合計   

前期末残高 56,547 54,198

当中間期変動額   

剰余金の配当 △298 △249

中間純利益 1,181 906

自己株式の取得 △2 △1

自己株式の処分 0 0

自己株式処分差損の振替 － －

土地再評価差額金の取崩 － －

株主資本以外の項目の当中間期変動額（純
額）

△973 5,248

当中間期変動額合計 △93 5,904

当中間期末残高 56,453 60,103
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     該当事項はありません。 

（４）継続企業の前提に関する注記
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第２四半期決算（中間決算）説明資料 
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Ⅰ．平成21年度第２四半期決算（中間決算）の概況 

１．損益状況 

（注）１．コア業務粗利益＝業務粗利益－国債等債券損益 

２．コア業務純益＝業務純益－国債等債券損益＋一般貸倒引当金繰入額  

●業務純益については、国債等債券損益尻（利益）の増加による増益要因があったものの、預貸差利益の減少等によ

り資金利益が減少したことや、一般貸倒引当金が戻入超過となり、これを業務純益から貸倒引当金戻入益として特

別利益に計上したこと等により前年同期比80百万円減少の31億37百万円となりました。 

●中間純利益については、大口取引先への金融支援に伴う債権放棄損失等や過年度法人税等を含めた税金費用の増加

等により前年同期比２億75百万円減少の９億６百万円となりました。  

【単体】 （単位：百万円）

  20年９月期 21年９月期 
  

20年９月期比 

業務粗利益 

（コア業務粗利益） 

 

( ) 

9,521

10,126

 

( ) 

10,334

10,041

 

( ) 

813

△85

  
国内業務粗利益 

（国内コア業務粗利益） 

 

( ) 

9,177

9,781

 

( ) 

9,796

9,555

 

( ) 

619

△226

    資金利益  9,544  9,353  △191

    役務取引等利益  237  201  △36

    
その他業務利益 

（うち国債等債券損益） 

 

( ) 

△604

△604

 

( ) 

241

241

 

( ) 

845

845

  
国際業務粗利益 

（国際コア業務粗利益） 

 

( ) 

344

344

 

( ) 

537

485

 

( ) 

193

141

    資金利益  337  473  136

    役務取引等利益  3  1  △2

    
その他業務利益 

（うち国債等債券損益） 

 

( ) 

3

－

 

( ) 

61

51

 

( ) 

58

51

経費（除く臨時処理分）  7,133  7,196  63

  人件費  4,080  4,079  △1

  物件費  2,745  2,815  70

  税金  307  301  △6

業務純益（一般貸倒引当金繰入前）  2,387  3,137  750

  コア業務純益  2,992  2,844  △148

① 一般貸倒引当金繰入額  △829  －  829

業務純益  3,217  3,137  △80

  うち国債等債券損益（５勘定尻）  △604  293  897

臨時損益  △1,516  △1,856  △340

  ② 不良債権処理額  1,954  1,456  △498

    貸出金償却  321  1,104  783

    （うち債権放棄分） ( ) － ( ) 800 ( ) 800

    個別貸倒引当金繰入額  1,031  －  △1,031

    偶発損失引当金繰入額  568  289  △279

    債権等売却損  32  2  △30

    その他（ＤＥＳによる債権譲渡損）  －  59  59

   （貸倒償却引当費用①＋②）   1,124  1,456  332

  株式等関係損益  530  △70  △600

  その他臨時損益  △92  △329  △237

経常利益  1,700  1,280  △420

特別損益  128  474  346

  固定資産処分益  19  3  △16

  償却債権取立益  151  93  △58

  ③貸倒引当金戻入益  －  443  443

  固定資産処分損  42  36  △6

  減損損失  －  29  29

税引前中間純利益  1,829  1,755  △74

法人税、住民税及び事業税  1,044  258  △786

過年度法人税等  －  607  607

法人税等調整額  △397  △16  381

法人税等合計  647  848  201

中間純利益  1,181  906  △275

（参考）与信関係費用①＋②－③  1,124  1,013  △111
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【連結】 

＜連結損益計算書ベース＞ 

  

（注） 連結粗利益＝（資金運用収益－資金調達費用）＋（役務取引等収益－役務取引等費用）＋（その他業務収益－

その他業務費用） 

  

  

●経常利益については、国債等債券損益尻（利益）の増加による増益要因があったものの、預貸差利益の減少等によ

り資金利益が減少したことや、大口取引先への金融支援に伴う債権放棄損失等により貸倒償却引当費用が増加した

こと、また貸倒引当金については戻入超過となり、これを経常損益から貸倒引当金戻入益として特別利益に計上し

たこと等により前年同期比３億85百万円減少の13億23百万円となりました。 

●中間純利益については、過年度法人税等を含めた税金費用の増加等により前年同期比２億54百万円減少の９億27百

万円となりました。  

  （単位：百万円）

  20年９月期 21年９月期 
  

20年９月期比 

連結粗利益  9,647  10,464  817

  資金利益  9,944  9,881  △63

  役務取引等利益  271  240  △31

  その他業務利益  △568  343  911

営業経費  7,398  7,569  171

①貸倒償却引当費用  1,171  1,495  324

  貸出金償却  351  1,143  792

  （うち債権放棄分） ( ) － ( ) 800 ( ) 800

  個別貸倒引当金繰入額  1,067  －  △1,067

  一般貸倒引当金繰入額  △849  －  849

  偶発損失引当金繰入額  568  289  △279

  債権等売却損  32  2  △30

  その他（ＤＥＳによる債権譲渡損）  －  59  59

株式等関係損益  530  △70  △600

持分法による投資損益  0  18  18

その他経常損益  99  △24  △123

経常利益  1,708  1,323  △385

特別損益  128  476  348

 （②うち貸倒引当金戻入益）  －  433  433

税金等調整前中間純利益  1,836  1,799  △37

法人税、住民税及び事業税  1,058  277  △781

過年度法人税等  －  607  607

法人税等調整額  △407  △23  384

法人税等合計  650  860  210

少数株主利益  4  11  7

中間純利益  1,181  927  △254

（参考）与信関係費用①－②  1,171  1,062  △109

（参考） （単位：百万円）

連結業務純益  3,301  3,211  △90

（連結対象会社数） （社）

連結子会社数  2  2  －

持分法適用会社数  2  2  －
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３．主要勘定残高【単体】 

  

  

２．業務純益【単体】 （単位：百万円）

  20年９月期 21年９月期 
  

20年９月期比 

(1）業務純益（一般貸倒引当金繰入前）  2,387  3,137  750

  職員一人当たり（千円）  2,377  3,108  731

(2）コア業務純益  2,992  2,844  △148

  職員一人当たり（千円）  2,979  2,817  △162

(3）業務純益  3,217  3,137  △80

  職員一人当たり（千円）  3,203  3,108  △95

(1）末残 （単位：百万円）

  20年９月末 21年９月末 
  

20年９月末比 

資金運用勘定残高  1,215,482  1,218,793  3,311

  

うち貸出金  825,051  841,719  16,668

うち有価証券  357,830  346,004  △11,826

うちコールローン  20,000  20,000  －

資金調達勘定残高  1,174,982  1,197,221  22,239

  

うち預金  1,163,849  1,186,232  22,383

うち借用金  2,000  2,000  －

うち社債  8,000  8,000  －

うちコールマネー  1,036  902  △134

(2）平残 （単位：百万円）

  20年９月期 21年９月期 
  

20年９月期比 

資金運用勘定残高  1,175,021  1,196,819  21,798

  

うち貸出金  786,005  809,178  23,173

うち有価証券  345,762  344,431  △1,331

うちコールローン  32,284  32,196  △88

資金調達勘定残高  1,125,027  1,152,851  27,824

  

うち預金  1,113,709  1,141,795  28,086

うち借用金  2,000  2,000  －

うち社債  8,000  8,000  －

うちコールマネー  1,098  967  △131

㈱大光銀行（８５３７）平成22年３月期　第２四半期決算短信

－3－



  

  

  

４．利鞘【単体】 （単位：％）

  20年９月期 21年９月期 
  

20年９月期比 

(1）資金運用利回 （Ａ）  2.01  1.88  △0.13

  
(イ）貸出金利回  2.41  2.21  △0.20

(ロ）有価証券利回  1.25  1.33  0.08

(2）資金調達原価 （Ｂ）  1.61  1.50  △0.11

  
(イ）預金等利回  0.33  0.24  △0.09

(ロ）外部負債利回  2.28  1.97  △0.31

(3）総資金利鞘 （Ａ）－（Ｂ）  0.39  0.38  △0.01

５．有価証券関係損益【単体】 （単位：百万円）

  20年９月期 21年９月期 
  

20年９月期比 

国債等債券損益（５勘定尻）  △604  293  897

  

売却益  23  278  255

償還益  －  14  14

売却損  7  －  △7

償還損  51  －  △51

償却  569  －  △569

株式等損益（３勘定尻）  530  △70  △600

  

売却益  946  272  △674

売却損  251  107  △144

償却  164  235  71
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６．自己資本比率（国内基準） 

 自己資本比率（国内基準）は、銀行法第14条の２の規定に基づき、銀行が保有する資産等に照らし自己資本の充実

の状況が適当であるかどうかを判断するための基準（平成18年金融庁告示第19号）に基づき算出しております。 

  

  

  

  

  

●平成21年９月末の自己資本比率［速報値］は、平成20年９月末に比べて連結・単体ともに0.31％上昇し、それぞれ 

11.68％、11.69％となりました。  

【連結】 （単位：百万円）

  20年９月末 21年９月末 
［速報値］   

21年３月末 
20年９月末比 21年３月末比 

(1）自己資本比率 ％ 11.37 ％ 11.68 ％ 0.31 ％ 0.28 ％ 11.40

(2）Ｔｉｅｒ Ⅰ  54,125  54,944  819  685  54,259

(3）Ｔｉｅｒ Ⅱ  15,920  15,897  △23  △65  15,962

(イ）うち自己資本に計上され

た一般貸倒引当金 
 3,800  3,788  △12  △61  3,849

(ロ）うち自己資本に計上され

た土地再評価差額 
 2,119  2,108  △11  △5  2,113

(ハ）うち劣後債務残高  2,000  2,000  －  －  2,000

(ニ）うち劣後債残高  8,000  8,000  －  －  8,000

(4）控除項目 

 （自己資本控除とされる証券 

  化エクスポージャー）  

 858  －  △858  －  －

(5）自己資本(2）＋(3）－(4）  69,187  70,842  1,655  620  70,222

(6）リスクアセット  608,073  606,221  △1,852  △9,634  615,855

自己資本比率 ％ 11.37 ％ 11.68 ％ 0.31 ％ 0.28 ％ 11.40

  
Ｔｉｅｒ Ⅰ 比率 ％ 8.90 ％ 9.06 ％ 0.16 ％ 0.25 ％ 8.81

Ｔｉｅｒ Ⅱ 比率 ％ 2.61 ％ 2.62 ％ 0.01 ％ 0.03 ％ 2.59

【単体】 （単位：百万円）

  20年９月末 21年９月末 
［速報値］   

21年３月末 
20年９月末比 21年３月末比 

(1）自己資本比率 ％ 11.38 ％ 11.69 ％ 0.31 ％ 0.28 ％ 11.41

(2）Ｔｉｅｒ Ⅰ  53,963  54,807  844  663  54,144

(3）Ｔｉｅｒ Ⅱ  15,909  15,886  △23  △66  15,952

(イ）うち自己資本に計上され

た一般貸倒引当金 
 3,789  3,778  △11  △60  3,838

(ロ）うち自己資本に計上され

た土地再評価差額 
 2,119  2,108  △11  △5  2,113

(ハ）うち劣後債務残高  2,000  2,000  －  －  2,000

(ニ）うち劣後債残高  8,000  8,000  －  －  8,000

(4）控除項目 

 （自己資本控除とされる証券  

化エクスポージャー）  

 858  －  △858  －  －

(5）自己資本(2）＋(3）－(4）  69,013  70,694  1,681  598  70,096

(6）リスクアセット  606,251  604,526  △1,725  △9,620  614,146

自己資本比率 ％ 11.38 ％ 11.69 ％ 0.31 ％ 0.28 ％ 11.41

  
Ｔｉｅｒ Ⅰ 比率 ％ 8.90 ％ 9.06 ％ 0.16 ％ 0.25 ％ 8.81

Ｔｉｅｒ Ⅱ 比率 ％ 2.62 ％ 2.62 ％ 0.00 ％ 0.03 ％ 2.59
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７．ＲＯＥ【単体】 （単位：％）

  20年９月期 21年９月期 
  

20年９月期比 

コア業務純益ベース  10.56  9.92  △0.64

業務純益（一般貸倒引当金繰入前）ベース  8.42  10.94  2.52

業務純益ベース  11.35  10.94  △0.41

経常利益ベース  6.00  4.47  △1.53

当期純利益ベース  4.17  3.16  △1.01

８．ＲＯＡ【単体】 （単位：％）

  20年９月期 21年９月期 
  

20年９月期比 

コア業務純益ベース  0.47  0.44  △0.03

業務純益（一般貸倒引当金繰入前）ベース  0.38  0.49  0.11

業務純益ベース  0.51  0.49  △0.02

経常利益ベース  0.27  0.20  △0.07

当期純利益ベース  0.18  0.14  △0.04

９．ＯＨＲ【単体】 （単位：％）

20年９月期 21年９月期 
  

20年９月期比 

 74.92  69.63  △5.29

＜コア業務粗利益OHR＞ （単位：％）

20年９月期 21年９月期 
  

20年９月期比 

 70.44  71.67  1.23
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Ⅱ．貸出金等の状況 

・未収利息不計上基準 

 自己査定で「破綻先」「実質破綻先」及び「破綻懸念先」に分類した債務者は、未収利息をすべて収益不計上として

開示しております。 

  

１．金融再生法開示債権 

  

２．金融再生法開示債権の保全状況 

  

【単体】 （単位：百万円）

  
20年９月末 21年９月末 

    
21年３月末 

20年９月末比 21年３月末比 

金 

融 

再 

生 

法 

開 

示 

債 

権 

破産更生債権及びこれらに準

ずる債権 
 10,843  10,903  60  △458  11,361

  
破綻先債権  2,526  2,530  4  23  2,507

実質破綻先債権  8,317  8,373  56  △480  8,853

危険債権  19,539  20,657  1,118  1,802  18,855

要管理債権  4,493  3,161  △1,332  340  2,821

小計（Ａ）  34,876  34,722  △154  1,684  33,038

正常債権  803,816  818,902  15,086  △7,208  826,110

債権額合計  838,693  853,625  14,932  △5,523  859,148

  （単位：％）

  20年９月末 21年９月末 
    

21年３月末 
20年９月末比 21年３月末比 

債 

権 

残 

高 

構 

成 

比 

破産更生債権及びこれらに準

ずる債権 
 1.29  1.28  △0.01  △0.04  1.32

  
破綻先債権  0.30  0.30  0.00  0.01  0.29

実質破綻先債権  0.99  0.98  △0.01  △0.05  1.03

危険債権  2.33  2.42  0.09  0.23  2.19

要管理債権  0.54  0.37  △0.17  0.04  0.33

小計  4.16  4.07  △0.09  0.22  3.85

正常債権  95.84  95.93  0.09  △0.22  96.15

債権額合計  100.00  100.00  －  －  100.00

【単体】 （単位：百万円）

  20年９月末 21年９月末 
    

21年３月末 
20年９月末比 21年３月末比 

保全額 （Ｂ）  30,485  30,799  314  1,495  29,304

 
貸倒引当金  6,848  6,084  △764  △205  6,289

担保保証等  23,637  24,715  1,078  1,700  23,015

  （単位：％）

保全率（Ｂ）／（Ａ）  87.41  88.70  1.29  0.00  88.70
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３．リスク管理債権の状況 

   

   

【単体】 （単位：百万円）

  20年９月末 21年９月末 
    

21年３月末 
20年９月末比 21年３月末比 

リ 

ス 

ク 

管 

理 

債 

権 

破綻先債権額  2,513  2,512  △1  13  2,499

延滞債権額  27,754  28,917  1,163  1,492  27,425

３ヶ月以上延滞債権額  334  257  △77  △21  278

貸出条件緩和債権額  4,159  2,903  △1,256  360  2,543

合計  34,761  34,591  △170  1,845  32,746

（部分直接償却額） ( ) 4,661 ( ) 5,781 ( ) 1,120 ( ) 364 ( ) 5,417

貸出金残高（末残）  825,051  841,719  16,668  △5,391  847,110

      （単位：％）

貸 

出 

金 

残 

高 

比 

破綻先債権額  0.30  0.30  0.00  0.00  0.30

延滞債権額  3.36  3.44  0.08  0.20  3.24

３ヶ月以上延滞債権額  0.04  0.03  △0.01  0.00  0.03

貸出条件緩和債権額  0.50  0.34  △0.16  0.04  0.30

合計  4.21  4.11  △0.10  0.24  3.87

【連結】 （単位：百万円）

  20年９月末 21年９月末 
    

21年３月末 
20年９月末比 21年３月末比 

リ

ス

ク

管

理

債

権 

破綻先債権額  2,572  2,568  △4  14  2,554

延滞債権額  27,805  28,955  1,150  1,494  27,461

３ヶ月以上延滞債権額  340  261  △79  △19  280

貸出条件緩和債権額  4,161  2,906  △1,255  360  2,546

合計  34,880  34,691  △189  1,848  32,843

（部分直接償却額） ( ) 4,661 ( ) 5,781 ( ) 1,120 ( ) 364 ( ) 5,417

貸出金残高（末残）  824,914  841,600  16,686  △5,346  846,946

      （単位：％）

貸

出

金

残

高

比 

破綻先債権額  0.31  0.31  0.00  0.01  0.30

延滞債権額  3.37  3.44  0.07  0.20  3.24

３ヶ月以上延滞債権額  0.04  0.03  △0.01  0.00  0.03

貸出条件緩和債権額  0.50  0.35  △0.15  0.05  0.30

合計  4.23  4.12  △0.11  0.24  3.88
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４．償却・引当基準と引当状況【単体】 

  

５．貸倒引当金等の状況 

   

  

自己査定債務者区分 金融再生法区分 償却・引当方針 

破綻先 破産更生債権及びこ

れらに準ずる債権 
担保・保証等により保全のない部分に対し100％を償却・引当 

実質破綻先 

破綻懸念先 危険債権 
担保・保証等により保全のない部分に対し、過去の貸倒実績率に

基づき、今後３年間の予想損失額を引当 

要注意先 

要管理先 要管理債権 
担保・保証等により保全のない部分に対し、過去の貸倒実績率に

基づき、今後３年間の予想損失額を引当 

その他の要注

意先 

  一般先 貸倒実績率に基づき、今後１年間の予想損失額を引当 

正常債権 DDS先 

市場価格のない株式の評価方法に準じた方法や当該債務者に対す

る金銭債権全体について、優先・劣後の関係を考慮せずに算定さ

れた予想損失率を用いる方法等により算出した予想損失額を引当 

正常先     貸倒実績率に基づき、今後１年間の予想損失額を引当 

【単体】 （単位：百万円）

  20年９月末 21年９月末 
    

21年３月末 
20年９月末比 21年３月末比 

貸倒引当金  10,360  9,754  △606  △887  10,641

  一般貸倒引当金  4,364  3,940  △424  △859  4,799

  個別貸倒引当金  5,996  5,813  △183  △29  5,842

【連結】 （単位：百万円）

  20年９月末 21年９月末 
    

21年３月末 
20年９月末比 21年３月末比 

貸倒引当金  10,691  10,064  △627  △877  10,941

  一般貸倒引当金  4,474  4,035  △439  △860  4,895

  個別貸倒引当金  6,217  6,028  △189  △18  6,046
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（注）１．（ ）内は引当前の分類金額 

２．部分直接償却額 百万円処理後の計数 

  

  

６．自己査定の状況【単体】 （単位：百万円）

債務者区分 
分類状況 

債権残高 非分類 Ⅱ分類 Ⅲ分類 Ⅳ分類 

破綻先  2,530
 

( ) 

1,382

336
 1,147

 

( ) 

－

312

 

( ) 

－

734

実質破綻先  8,373
 

( ) 

4,306

1,946
 4,066

 

( ) 

－

1,109

 

( ) 

－

1,250

破綻懸念先  20,657
 

( ) 

13,063

10,709
 5,146

 

( ) 

2,448

4,801
─── 

要 

注 

意 

先 

要管理先  4,902  886  4,016 ─── ─── 

その他の要注意先  138,158  65,846  72,311 ─── ─── 

正常先  679,003  679,003 ─── ─── ─── 

合計  853,625  764,486  86,686  2,448  －

5,781

７．自己査定・保全の状況と開示債権【単体】 （単位：百万円）

自己査定と保全の状況 金融再生法開示債権 リスク管理債権 

債務者区分 残高 保全額 引当金 保全率 区分 残高 区分 残高 

破綻先  2,530  1,483  1,046 ％ 100.00
破産更生等債権  10,903

破綻先債権  2,512

実質破綻先  8,373  6,012  2,360 ％ 100.00
延滞債権  28,917

破綻懸念先  20,657  15,856  2,353 ％ 88.15 危険債権  20,657

要 

注 

意 

先 

  

（うち要

管理債

権） 

( )3,161 ( )1,362 ( )324 ( %)53.36 要管理債権  3,161

３ヶ月以上

延滞債権 
 257

貸出条件緩

和債権 
 2,903

要管理先  4,902  2,484  435 ％ 59.57
小計  34,722

合計  34,591

    

正常債権  818,902

   

その他の要注

意先 
 138,158          

正常先  679,003           

合計  853,625       合計  853,625     
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８．業種別貸出状況等 

（注） 業種別区分は、日本標準産業分類の大分類（平成19年11月改定）に準じております。なお、20年９月末及び21

年３月末残高についても改定後の業種区分に基づき表示しております。 

  

（注） 業種別区分は、日本標準産業分類の大分類（平成19年11月改定）に準じております。なお、20年９月末及び21

年３月末残高についても改定後の業種区分に基づき表示しております。 

  

(1）業種別貸出金【単体】 （単位：百万円）

業種 20年９月末 21年９月末 
    

21年３月末 
20年９月末比 21年３月末比 

国内店分（除く特別国際金融取引

勘定） 
 825,051  841,719  16,668  △5,391  847,110

  製造業  88,669  95,338  6,669  △1,950  97,288

  農業，林業  4,497  5,091  594  122  4,969

  漁業  349  315  △34  △27  342

  鉱業，採石業，砂利採取業  3,098  3,011  △87  76  2,935

  建設業  76,347  80,597  4,250  △2,846  83,443

  電気・ガス・熱供給・水道業  873  600  △273  △42  642

  情報通信業  3,363  3,713  350  △76  3,789

  運輸業，郵便業  16,365  18,477  2,112  712  17,765

  卸売業，小売業  81,507  83,981  2,474  △1,698  85,679

  金融業，保険業  9,340  14,016  4,676  2,525  11,491

  不動産業，物品賃貸業  80,955  84,212  3,257  3,107  81,105

  サービス業等  100,832  100,664  △168  △512  101,176

  地方公共団体  77,079  67,858  △9,221  △4,959  72,817

  その他  281,770  283,837  2,067  176  283,661

(2）業種別リスク管理債権【単体】 （単位：百万円）

業種 20年９月末 21年９月末 
    

21年３月末 
20年９月末比 21年３月末比 

国内店分（除く特別国際金融取引

勘定） 
 34,761  34,591  △170  1,845  32,746

  製造業  4,967  5,371  404  523  4,848

  農業，林業  97  132  35  46  86

  漁業  12  16  4  4  12

  鉱業，採石業，砂利採取業  397  476  79  △69  545

  建設業  7,201  7,200  △1  △31  7,231

  電気・ガス・熱供給・水道業  －  －  －  －  －

  情報通信業  279  148  △131  △339  487

  運輸業，郵便業  1,393  1,270  △123  243  1,027

  卸売業，小売業  4,930  4,746  △184  316  4,430

  金融業，保険業  3  －  △3  －  －

  不動産業，物品賃貸業  3,091  1,983  △1,108  127  1,856

  サービス業等  7,623  8,020  397  845  7,175

  地方公共団体  －  －  －  －  －

  その他  4,761  5,222  461  180  5,042
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（注） 業種別区分は、日本標準産業分類の大分類（平成19年11月改定）に準じております。なお、20年９月末及び21

年３月末残高についても改定後の業種区分に基づき表示しております。 

  

   

  

(3）業種別リスク管理債権の貸出残高比【単体】 （単位：％）

業種 20年９月末 21年９月末 
    

21年３月末 
20年９月末比 21年３月末比 

国内店分（除く特別国際金融取引

勘定） 
 4.21  4.11  △0.10  0.24  3.87

  製造業  0.60  0.64  0.04  0.07  0.57

  農業，林業  0.01  0.02  0.01  0.01  0.01

  漁業  0.00  0.00  0.00  0.00  0.00

  鉱業，採石業，砂利採取業  0.05  0.06  0.01  0.00  0.06

  建設業  0.87  0.86  △0.01  0.01  0.85

  電気・ガス・熱供給・水道業  －  －  －  －  －

  情報通信業  0.03  0.02  △0.01  △0.04  0.06

  運輸業，郵便業  0.17  0.15  △0.02  0.03  0.12

  卸売業，小売業  0.60  0.56  △0.04  0.04  0.52

  金融業，保険業  0.00  －  0.00  －  －

  不動産業，物品賃貸業  0.37  0.24  △0.13  0.02  0.22

  サービス業等  0.92  0.95  0.03  0.10  0.85

  地方公共団体  －  －  －  －  －

  その他  0.58  0.62  0.04  0.02  0.60

(4）消費者ローン残高【単体】 （単位：百万円）

  20年９月末 21年９月末 
    

21年３月末 
20年９月末比 21年３月末比 

 消費者ローン残高  255,103  257,658  2,555  △216  257,874

  うち 住宅ローン残高  230,509  235,365  4,856  390  234,975

  うち その他ローン残高  24,593  22,293  △2,300  △606  22,899

(5）中小企業等貸出比率【単体】 （単位：％）

  20年９月末 21年９月末 
    

21年３月末 
20年９月末比 21年３月末比 

中小企業等貸出比率  84.85  84.84  △0.01  0.41  84.43
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９．国別貸出状況等 

(1）特定海外債権残高【単体】 

 該当ありません。 

  

(2）アジア向け貸出金【単体】 

 該当ありません。 

  

(3）中南米主要諸国向け貸出金【単体】 

 該当ありません。 

  

(4）ロシア向け貸出金【単体】 

 該当ありません。 

  

10．預金、貸出金の残高【単体】 

  

  

11．預り資産（末残）の状況【単体】 

  

   

●預金の残高は、21年３月末比131億40百万円増加しました。 

●貸出金の残高は、21年３月末比53億91百万円減少しました。 

  （単位：百万円）

  20年９月末 21年９月末 
    

21年３月末 
20年９月末比 21年３月末比 

預金（末残）  1,163,849  1,186,232  22,383  13,140  1,173,092

預金（平残）  1,113,709  1,141,795  28,086  25,275  1,116,520

貸出金（末残）  825,051  841,719  16,668  △5,391  847,110

貸出金（平残）  786,005  809,178  23,173  12,398  796,780

●預り資産の残高は、お客さまのニーズの多様化に対応し、投資信託及び保険などの販売に積極的に取り組んでまい

りました結果、21年３月末比61億75百万円増加しました。 

  （単位：百万円）

  20年９月末 21年９月末 
    

21年３月末 
20年９月末比 21年３月末比 

  預り資産  113,789  111,059  △2,730  6,175  104,884

  投資信託  45,832  38,545  △7,287  3,812  34,733

  公共債  50,863  53,112  2,249  917  52,195

  保険  14,661  16,989  2,328  1,608  15,381

  外貨預金  2,431  2,412  △19  △161  2,573
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Ⅲ．有価証券の評価損益 

  

１．有価証券の評価基準 

（注） 単体・連結ともに同一の基準であります。 

  

２．評価損益 

（注）１．「その他有価証券」については、時価評価しておりますので、上記の表上は、（中間）連結貸借対照表と取

得価額（又は償却原価）との差額を計上しております。 

２．「その他有価証券」の評価については（中間）連結決算日の市場価格等に基づいております。なお、変動利

付国債の時価については、昨今の市場環境を踏まえた検討の結果、引続き市場価格を時価とみなせない状態

にあると判断し、当中間連結会計期間末においては、合理的に算定された価額をもって中間連結貸借対照表

計上額としております。 

 これにより、市場価格をもって中間連結貸借対照表価額とした場合に比べ、「有価証券」は3,362百万

円、「その他有価証券評価差額金」は2,004百万円それぞれ増加し、「繰延税金資産」は1,358百万円減少し

ております。 

    変動利付国債の合理的に算定された価額は、国債の利回り等から見積もった将来キャッシュ・フローを、

同利回りに基づく割引率を用いて割引くことにより算定しており、国債の利回り及び同利回りのボラティリ

ティが主な価格決定変数であります。 

３．平成21年９月末における「その他有価証券」に係る評価差額金は、 百万円であります。 

  

●有価証券全体の評価損益は、連結、単体ともに27億51百万円となり、20年９月末比60億81百万円、21年３月末比96

億38百万円の改善となりました。  

売買目的有価証券 時価法（評価差額を損益処理） 

満期保有目的有価証券 償却原価法 

その他有価証券 
時価のあるもの 時価法（評価差額を全部純資産直入） 

時価のないもの 原価法又は償却原価法 

子会社株式及び関連会社株式 原価法 

【連結】 （単位：百万円）

  
20年９月末 
評価損益 

21年９月末 
評価損益 

    
21年３月末 
評価損益 20年９月末比 21年３月末比 

  満期保有目的  △2,365  △1,783  582  873  △2,656

  その他有価証券  △964  4,534  5,498  8,765  △4,231

    株式  1,107  920  △187  625  295

    債券  1,906  5,498  3,592  4,024  1,474

    その他  △3,978  △1,885  2,093  4,116  △6,001

合計  △3,330  2,751  6,081  9,638  △6,887

  株式  1,107  920  △187  625  295

  債券  1,900  5,491  3,591  4,029  1,462

  その他  △6,339  △3,661  2,678  4,984  △8,645

4,534
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（注）１．「その他有価証券」については、時価評価しておりますので、上記の表上は、（中間）貸借対照表と取得価

額（又は償却原価）との差額を計上しております。 

２．「その他有価証券」の評価については（中間）決算日の市場価格等に基づいております。なお、変動利付国

債の時価については、昨今の市場環境を踏まえた検討の結果、引続き市場価格を時価とみなせない状態にあ

ると判断し、当中間会計期間末においては、合理的に算定された価額をもって中間貸借対照表計上額として

おります。 

 これにより、市場価格をもって中間貸借対照表価額とした場合に比べ、「有価証券」は3,362百万円、

「その他有価証券評価差額金」は2,004百万円それぞれ増加し、「繰延税金資産」は1,358百万円減少してお

ります。 

    変動利付国債の合理的に算定された価額は、国債の利回り等から見積もった将来キャッシュ・フローを、

同利回りに基づく割引率を用いて割引くことにより算定しており、国債の利回り及び同利回りのボラティリ

ティが主な価格決定変数であります。 

３．平成21年９月末における「その他有価証券」に係る評価差額金は、 百万円であります。 

【単体】 （単位：百万円）

  
20年９月末 
評価損益 

21年９月末 
評価損益 

    
21年３月末 
評価損益 20年９月末比 21年３月末比 

  満期保有目的  △2,365  △1,783  582  873  △2,656

  その他有価証券  △964  4,534  5,498  8,765  △4,231

    株式  1,107  920  △187  625  295

    債券  1,906  5,498  3,592  4,024  1,474

    その他  △3,978  △1,885  2,093  4,116  △6,001

合計  △3,330  2,751  6,081  9,638  △6,887

  株式  1,107  920  △187  625  295

  債券  1,900  5,491  3,591  4,029  1,462

  その他  △6,339  △3,661  2,678  4,984  △8,645

4,534
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Ⅳ．平成22年３月期業績予想 

  

１．単体                                      （ 単位:百万円 ） 

  

２．連結                                      （ 単位:百万円 ） 

   

●平成22年３月期の業績予想につきましては、第８次中期経営計画に基づく施策を着実に実行することにより、単体

ベースでの当期純利益は10億60百万円を見込んでおります。連結ベースでの当期純利益につきましては、10億70百

万円を見込んでおります。  

  21年３月期実績 22年３月期予想 
  

21年３月期比 

経常収益   27,777  25,180  △2,597

業務純益   4,423  6,260  1,837

  コア業務純益   5,989  5,700  △289

経常利益   524  2,290  1,766

当期純利益   1,161  1,060  △101

  21年３月期実績 22年３月期予想 
  

21年３月期比 

経常収益   28,099  25,500  △2,599

経常利益   489  2,310  1,821

当期純利益   1,113  1,070  △43

（注）上記の予想は、現時点で入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は、今後様々な要因によって

予想値と異なる結果となる可能性があります。 
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